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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白色発光素子と赤色用カラーフィルタとを備えた赤色の画素、白色発光素子と緑色用カ
ラーフィルタとを備えた緑色の画素、および白色発光素子と青色用カラーフィルタとを備
えた青色の画素を備えた発光装置において、
　前記白色発光素子は、発光スペクトルにおいてピークを２つのみ有する光を出射し、
　その出射光は、発光スペクトルにおいて５００ｎｍ±５ｎｍの波長域内に極小値をもち
、４００ｎｍから５００ｎｍの波長域内に第１の発光ピーク、５００ｎｍから６００ｎｍ
の波長域内に第２の発光ピークをそれぞれもち、
　前記第１の発光ピークの波長は、前記青色用カラーフィルタを透過した光のピーク波長
と略一致し、
　前記第２の発光ピークの波長は、前記緑色用カラーフィルタを透過した光のピーク波長
と、前記赤色用カラーフィルタを透過した光のピーク波長との間に存在する、
　ことを特徴とする発光装置。
【請求項２】
　白色発光素子と赤色用カラーフィルタとを備えた赤色の画素、白色発光素子と緑色用カ
ラーフィルタとを備えた緑色の画素、および白色発光素子と青色用カラーフィルタとを備
えた発光装置において、
　前記白色発光素子は、発光スペクトルにおいてピークを３つのみ有する光を出射し、
　その出射光は、発光スペクトルにおいて５００±５ｎｍの波長域内に第１の極小値、５
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８０±５ｎｍの波長域内に第２の極小値をそれぞれもち、４００ｎｍから５００ｎｍの波
長域内に第１の発光ピーク、５００ｎｍから６００ｎｍの波長域内に第２の発光ピーク、
６００ｎｍ以上の波長域内に第３の発光ピークをそれぞれもち、
　前記第１の発光ピークの波長は、前記青色用カラーフィルタを透過した光のピーク波長
と略一致し、
　前記第２の発光ピークの波長と、前記緑色用カラーフィルタを透過した光のピーク波長
との差が±５ｎｍ以内であり、
　前記第１の発光ピーク、前記第２の発光ピークおよび前記第３の発光ピークの各々の波
高値は、前記白色発光素子からの出射光のスペクトルに各カラーフィルタの透過率を乗じ
て取り出された各色の光においてホワイトバランスがとれるように設定され、
　前記第１の発光ピークの波高値、前記第２の発光ピークの波高値および前記第３の発光
ピークの波高値のうち、前記第１の発光ピークの波高値が最大となるように設定される、
　ことを特徴とする発光装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、白色発光素子と各色のカラーフィルタとを組み合わせた発光装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話機、パーソナルコンピュータやＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）などの電子機器に使用される表示装置や、デジタル複写機やプリ
ンタなどの画像形成装置における露光用ヘッドとして、有機エレクトロルミネッセンス（
ＥＬ／Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）装置などの発光装置が注目されている
。
【０００３】
　この種の発光装置を構成するにあたって、複数の画素の各々に各色に対応する光を出射
する発光素子を構成したものの他、近年、白色発光素子と各色のカラーフィルタとを組み
合わせた発光装置が提案されている（例えば、特許文献１、２、３参照）。
【特許文献１】特開平８－１６２２６９号公報
【特許文献２】特開２００４－２２０８７１号公報
【特許文献３】特開２００４－２２７８５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献のいずれにおいても、白色発光素子から出射される光の発
光スペクトルや、カラーフィルタを透過した後のスペクトルに関して色純度の向上などを
図ることについては検討がなされているが、白色発光素子から出射された光の利用効率に
関しての配慮がなされていないため、カラーフィルタでカットされる光量が大きく、光の
利用効率が低いという問題点がある。
【０００５】
　以上の問題点に鑑みて、本発明の課題は、白色発光素子から出射された光の利用効率を
向上可能な発光装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明では、白色発光素子と赤色用カラーフィルタとを備
えた赤色の画素、白色発光素子と緑色用カラーフィルタとを備えた緑色の画素、および白
色発光素子と青色用カラーフィルタとを備えた青色の画素を備えた発光装置において、前
記白色発光素子は、発光スペクトルにおいてピークを２つのみ有する光を出射し、その出
射光は、発光スペクトルにおいて５００ｎｍ±５ｎｍの波長域内に極小値をもち、４００
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ｎｍから５００ｎｍの波長域内に第１の発光ピーク、５００ｎｍから６００ｎｍの波長域
内に第２の発光ピークをそれぞれもち、第１の発光ピークの波長は、青色用カラーフィル
タを透過した光のピーク波長と略一致し、第２の発光ピークの波長は、緑色用カラーフィ
ルタを透過した光のピーク波長と、赤色用カラーフィルタを透過した光のピーク波長との
間に存在することを特徴とする。
【０００７】
　本発明において、白色発光素子は、発光スペクトルにおいて５００ｎｍ±５ｎｍの波長
域内に第１の極小値をもっており、このような波長域の極小値は、色度測定に用いられる
ＸＹＺフィルタの透過特性を加算したときのスペクトルやカラーフィルタの透過特性から
みて、３原色による表色に寄与しない光である。従って、無駄な発光を抑えた分、白色発
光素子から出射された光の利用効率を高めることができる。また、発光スペクトルにおい
て５００ｎｍ±５ｎｍの波長域内に第１の極小値をもっているため、青色光の長波長側に
おける裾引きが少ない分、色度ｙ値が小さく、色度の向上を図ることができる。
【０００８】
　本発明の別の形態では、白色発光素子と赤色用カラーフィルタとを備えた赤色の画素、
白色発光素子と緑色用カラーフィルタとを備えた緑色の画素、および白色発光素子と青色
用カラーフィルタとを備えた発光装置において、前記白色発光素子は、発光スペクトルに
おいてピークを３つのみ有する光を出射し、その出射光は、発光スペクトルにおいて５０
０±５ｎｍの波長域内に第１の極小値、５８０±５ｎｍの波長域内に第２の極小値をそれ
ぞれもち、４００ｎｍから５００ｎｍの波長域内に第１の発光ピーク、５００ｎｍから６
００ｎｍの波長域内に第２の発光ピーク、６００ｎｍ以上の波長域内に第３の発光ピーク
をそれぞれもち、第１の発光ピークの波長は、青色用カラーフィルタを透過した光のピー
ク波長と略一致し、第２の発光ピークの波長と、緑色用カラーフィルタを透過した光のピ
ーク波長との差が±５ｎｍ以内であり、第１の発光ピーク、第２の発光ピークおよび第３
の発光ピークの各々の波高値は、白色発光素子からの出射光のスペクトルに各カラーフィ
ルタの透過率を乗じて取り出された各色の光においてホワイトバランスがとれるように設
定され、第１の発光ピークの波高値、第２の発光ピークの波高値および第３の発光ピーク
の波高値のうち、第１の発光ピークの波高値が最大となるように設定されることを特徴と
する。
【０００９】
　本発明において、白色発光素子は、発光スペクトルにおいて５８０ｎｍ±５ｎｍの波長
域内に第２の極小値をもっており、このような波長域の極小値は、カラーフィルタの透過
特性からみて、３原色による表色に寄与しない光である。従って、無駄な発光を抑えた分
、白色発光素子から出射された光の利用効率を高めることができる。
【００１４】
　本発明を適用した発光装置は、携帯電話機、パーソナルコンピュータやＰＤＡなどの電
子機器において表示装置として用いられる。また、本発明を適用した発光装置は、デジタ
ル複写機やプリンタなどの画像形成装置における露光用ヘッドとして用いられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下に、図面を参照して、本発明の実施の形態を説明する。なお、以下の説明に用いた
各図では、各層や各部材を図面上で認識可能な程度の大きさとするため、各層や各部材毎
に縮尺を相違させてある。
【００１６】
　［実施の形態１］
　（画素構成）
　図１（ａ）、（ｂ）は、本発明を適用した有機ＥＬ装置（発光装置）の各画素の構成を
模式的に示す説明図である。
【００１７】
　図１（ａ）に示す有機ＥＬ装置１は、基板１１側に向けて表示光を出射するボトムエミ
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ッション型であり、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のいずれの画素１００（Ｒ）、
（Ｇ）、（Ｂ）にも白色有機ＥＬ素子１０が形成されているとともに、白色有機ＥＬ素子
１０からみて光の出射側、例えば、基板１１と白色有機ＥＬ素子１０との間には、赤色（
Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の各色に対応するカラーフィルタ１９（Ｒ）、（Ｇ）、（
Ｂ）が形成されている。白色有機ＥＬ素子１０は、ＩＴＯなどからなる光透過性の第１の
電極１２（陽極）、正孔注入層１３、発光層１４、アルミニウムなどといった光反射性を
備えた第２の電極１５（陰極）がこの順に積層されている。
【００１８】
　このような有機ＥＬ表示装置１において、有機ＥＬ素子１０では、正孔注入層１３およ
び発光層１４を通じて第２の電極１５に電流が流れると、そのときの電流量に応じて発光
層１４が発光する。そして、発光層１４から出射された光は、第１の電極１２および基板
１１を透過して、観測者側に出射される一方、発光層１４から第２の電極１５に向けて出
射された光は、第２の電極１５によって反射され、第１の電極１２、カラーフィルタ、基
板１１を透過して観測者側に出射される。その際、発光層１４から出射された光は白色光
であるが、カラーフィルタ１９（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）によって着色されるので、各画素
１００（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）からは所定の色光を出射することができる。なお、カラー
フィルタ１９（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）は、基板１１からみて白色有機ＥＬ素子１０とは反
対側に形成してもよい。
【００１９】
　図１（ｂ）に示す有機ＥＬ装置１は、基板１１側とは反対側に向けて表示光を出射する
トップエミッション型であり、図１（ａ）に示す有機ＥＬ装置１と同様、赤色（Ｒ）、緑
色（Ｇ）、青色（Ｂ）のいずれの画素１００（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）にも白色有機ＥＬ素
子１０が形成されている。但し、本形態では、白色有機ＥＬ素子１０からみて光の出射側
、例えば、白色有機ＥＬ素子１０からみて基板１１とは反対側に、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ
）、青色（Ｂ）の各色に対応するカラーフィルタ１９（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）が形成され
ている。白色有機ＥＬ素子１０は、基板１１の上層側に、銀やアルミニウムなどといった
光反射層１６、ＩＴＯなどからなる透明な第１の電極１２（陽極）、正孔注入層１３、発
光層１４、薄いアルミニウムなどといった電極層が形成された光透過性の第２の電極１７
（陰極）がこの順に積層された構成を有する。ここで、基板１１は、光透過性あるいは光
透過性のいずれの基板を用いることもできる。このように構成した有機ＥＬ表示装置１で
は、第１の電極１２から正孔注入層１３および発光層１４を通じて第２の電極１５に電流
が流れると、そのときの電流量に応じて発光層１４が発光する。そして、発光層１４が出
射された光は第２の電極１７を透過して、観測者側に出射される一方、発光層１４から基
板２０に向けて出射された光は、第１の電極１２の下層に形成された光反射層１６によっ
て反射され、第２の電極１７を透過して観測者側に出射される。その際、発光層１４から
出射された光は白色光であるが、カラーフィルタ１９（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）によって着
色されるので、各画素１００（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）からは所定の色光を出射することが
できる。
【００２０】
　このように構成した有機ＥＬ装置１において、正孔注入層１３や発光層１４については
、蒸着法、スピンコート法や印刷法、インクジェット法（液体吐出法）などにより形成で
きる。ホワイト発光層はＲＧＢ夫々の画素にも共通して製膜できるため、必ずしも各画素
毎にパターニングする必要が無いため、発光領域全面に正孔注入層、発光層、電子注入層
を形成しても問題無い。
【００２１】
　この場合、正孔注入層１３は、例えば、ｍ－ＭＴＤＡＴＡ、ＴＰＤ，銅フタロシアニン
などの低分子系正孔注入材料を蒸着法で製膜してもよいし、ポリオレフィン誘導体である
３、４－ポリエチレンジオキシチオフェン／ポリスチレンスルフォン酸（ＰＥＤＯＴ／Ｐ
ＳＳ）を正孔注入材料として用い、これを水／アルコールを主溶媒として分散させてなる
分散液を所定領域に吐出した後、乾燥させることにより形成できる。また、正孔注入層１
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３を形成するための材料としては、前記のものに限定されることなく、低分子系で良く知
られるものや、トリフェニルアミンの重合体等を用いることもできる。
【００２２】
　また、発光層１４を形成する材料についても、低分子系では、通常良く知られた材料、
例えば出光興産（株）製ＤＰＶＢｉ（青発光材料）、Ａｌｑ３（緑発光材料）、黄色を発
光させる場合にはキナクリドン、クマリン６などをドーピングして用いることができ、赤
を発光させる場合にはナイルレッドを蒸着時にドーピングすればよい。印刷法やインクジ
ェット法を用いる場合には高分子材料、例えば分子量が１０００以上の高分子材料が用い
ることができる。具体的には、ポリフルオレン誘導体、ポリフェニレン誘導体、ポリビニ
ルカルバゾール、ポリチオフェン誘導体、またはこれらの高分子材料に、ペリレン系色素
、クマリン系色素、ローダミン系色素、例えばルブレン、ペリレン、９、１０－ジフェニ
ルアントラセン、テトラフェニルブタジエン、ナイルレッド、クマリン６、キナクリドン
等をドープしたものが用いられる。なお、このような高分子材料としては、二重結合のπ
電子がポリマー鎖上で非極在化しているπ共役系高分子材料が、導電性高分子でもあるこ
とから発光性能に優れるため、好適に用いられる。特に、その分子内にフルオレン骨格を
有する化合物、すなわちポリフルオレン系化合物がより好適に用いられる。また、このよ
うな材料以外にも、例えば特開平１１－４０３５８号公報に示される有機ＥＬ素子用組成
物、すなわち共役系高分子有機化合物の前駆体と、発光特性を変化させるための少なくと
も１種の蛍光色素とを含んでなる有機ＥＬ素子用組成物も、発光層形成材料として使用可
能である。低分子材料を用いる場合、電子注入層を挿入した方が良く、Ａｌｑ３などが好
適に用いられる。
【００２３】
　なお、白色有機ＥＬ素子１０を構成するにあたっては、正孔輸送層や電子注入層、電子
輸送層などが形成される場合もある。
【００２４】
　（白色有機ＥＬ素子１０の構成）
　本形態の白色有機ＥＬ素子１０の構成を説明する前に、図２（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、
（ｄ）を参照して白色有機ＥＬ素子１０に求められる特性を説明する。
【００２５】
　図２（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）は、色度測定に用いられるＸフィルタの透過特性
を示す説明図、色度測定に用いられるＹフィルタの透過特性を示す説明図、色度測定に用
いられるＺフィルタの透過特性を示す説明図、およびこれらのカラーフィルタのスペクト
ルを加算したときのスペクトル図である。図３は、本発明の実施の形態１に係る発光装置
に用いた白色有機ＥＬ素子から出射される光のスペクトル図、および各カラーフィルタ１
９（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）を透過した後のスペクトル図である。
【００２６】
　色度測定に用いられるＸＹＺフィルタは各々、図２（ａ）、（ｂ）、（ｃ）に示す感度
特性を有していることから、図２（ｄ）に示す感度特性を有する光を白色有機ＥＬ素子１
０が出射すれば、人間の目には十分な画質が得られることになる。ここで、図２（ｄ）に
示す感度特性では、５００ｎｍ±５ｎｍの波長域内に第１の極小値Ｂ１がある。また、４
００ｎｍから５００ｎｍの波長域内に第１の発光ピークＡ１が存在し、５００ｎｍから６
００ｎｍの波長域内に第２の発光ピークＡ２が存在している。
【００２７】
　そこで、本形態では、白色有機ＥＬ素子１０については、図３に実線Ｌで示す発光スペ
クトルを有するように構成してある。すなわち、図２（ｄ）に示すスペクトルと同様、白
色発光素子１０は、発光スペクトルにおいて５００ｎｍ±５ｎｍの波長域内に第１の極小
値Ｂ１をもつ光を出射する。また、白色発光素子１０は、発光スペクトルにおいて４００
ｎｍから５００ｎｍの波長域内に第１の発光ピークＡ１をもち、５００ｎｍから６００ｎ
ｍの波長域内に第２の発光ピークＡ２をもつ光を出射する。
【００２８】
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　なお、図３には、白色発光素子１０から出射された光が赤色（Ｒ）のカラーフィルタ１
９（Ｒ）を透過した後のスペクトルを点線ＬＲで示し、白色発光素子１０から出射された
光が緑色（Ｇ）のカラーフィルタ１９（Ｇ）を透過した後のスペクトルを一点鎖線ＬＧで
示し、白色発光素子１０から出射された光が青色（Ｂ）のカラーフィルタ１９（Ｂ）を透
過した後のスペクトルを二点鎖ＬＢで示してある。
【００２９】
　（本形態の効果）
　以上説明したように、本形態では、白色有機ＥＬ素子１０は、色度測定に用いられるＸ
ＹＺフィルタの各スペクトルを加算したときのスペクトルと同様な発光スペクトルの光を
出射するため、人間の視覚を考慮した場合には、白色光を出射するとみなすことができる
。それ故、波長分散をもたないフラット光源を用いた場合との比較結果を表１に示すよう
に、取り出し効率については、フラット光源を用いた方が高いが、本形態の有機ＥＬ装置
でも十分に高い取り出し効率を得ることができる。なお、表１には、白色有機ＥＬ素子１
０から出射された光のスペクトルに各カラーフィルタ１９（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）の透過
特性を乗じて、各色の光を取り出した場合の色度、輝度比、ＮＴＳＣ比（Ｎａｔｉｏｎａ
ｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅで定めた色再現範囲
を面積の比率で示した値）を示してある。
【００３０】
【表１】

【００３１】
　また、本形態の有機ＥＬ装置では、５００ｎｍ±５ｎｍの波長域内に第１の極小値Ｂ１
をもつ光を出射するため、青色光の長波長側における裾引きが少ない分、色度ｙ値が小さ
く、色度の向上を図ることができている。
【００３２】
　また、本形態では、人間の視覚を考慮した場合に必要としない５００ｎｍ±５ｎｍの波
長域内に第１の極小値Ｂ１をもつ光を出射するため、発光が無駄にならず、白色発光素子
から出射された光の利用効率が高い。
【００３３】
　なお、短波長側（例えば４５０ｎｍ）と、長波長側（例えば５８０ｎｍ）のピークの波
高値については、白色有機ＥＬ素子１０から出射されるスペクトルと、各カラーフィルタ
１９（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）の透過率とを乗じた値（各色における取出しスペクトル）か
ら計算される色度および輝度においてホワイトバランスがとれるように調整すればよい。
あるいは、白色有機ＥＬ素子１０に対する駆動条件を各画素１００（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ
）において最適化することにより、ホワイトバランスを確保してもよい。また、図示した
ＥＬスペクトルを実現するためには、青色発光材料に、適量の赤色発光のドーパントを添
加する方法や、青発光層と黄色発光層を積層しても良い。低分子蒸着法では、青色材料蒸
着時に、別の蒸着源からドーパントを蒸着する方法や青発光層と黄色発光層を積層する方
法でも良いし、高分子材料を用いる場合には、青色発光材料と赤色発光材料、または青色
発光材料＋赤色ドーパントのインクを作成して、印刷法やスピンコート法、またはインク
ジェット法で形成できる。
【００３４】
　［実施の形態２］
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　図４は、本発明の実施の形態２に係る発光装置に用いた白色有機ＥＬ素子から出射され
る光のスペクトル図、および各カラーフィルタ１９（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）を透過した後
のスペクトル図である。なお、本形態の発光装置の基本的な構成は、実施の形態１と同様
であるため、共通する機能を有する部分には同一の符号を付してそれらの説明を省略する
。
【００３５】
　本形態の有機ＥＬ装置も、図１（ａ）、（ｂ）を参照して説明したように、白色発光素
子１０と赤色用のカラーフィルタ１９（Ｒ）とを備えた赤色の画素１００（Ｒ）、白色発
光素子１０と緑色用カラーフィルタ１９（Ｇ）とを備えた緑色の画素１００（Ｇ）、およ
び白色発光素子１０と青色用カラーフィルタ１９（Ｂ）とを備えた青色の画素１００（Ｂ
）を備えている。
【００３６】
　本形態の白色有機ＥＬ素子１０については、図４に実線Ｌで示す発光スペクトルを有す
るように構成してあり、図２（ｄ）に示すスペクトルと同様、白色発光素子１０は、発光
スペクトルにおいて５００ｎｍ±５ｎｍの波長域内に第１の極小値Ｂ１をもつ光を出射す
る。また、白色発光素子１０は、発光スペクトルにおいて４００ｎｍから５００ｎｍの波
長域内に第１の発光ピークＡ１をもち、５００ｎｍから６００ｎｍの波長域内に第２の発
光ピークＡ２をもつ光を出射する。
【００３７】
　さらに、白色発光素子１０から出射される光の発光スペクトルにおいては、５８０ｎｍ
±５ｎｍの波長域内に第２の極小値Ｂ２が存在し、６００ｎｍ以上の波長域に第３の発光
ピークＡ３が存在する。
【００３８】
　ここで、図４には、白色発光素子１０から出射された光が赤色（Ｒ）のカラーフィルタ
１９（Ｒ）を透過した後のスペクトルを点線ＬＲで示し、白色発光素子１０から出射され
た光が緑色（Ｇ）のカラーフィルタ１９（Ｇ）を透過した後のスペクトルを一点鎖線ＬＧ
で示し、白色発光素子１０から出射された光が青色（Ｂ）のカラーフィルタ１９（Ｂ）を
透過した後のスペクトルを二点鎖ＬＢで示してあり、第２の発光ピークＡ２の波長と緑色
用のカラーフィルタ１９（Ｇ）の透過極大波長との差が±５ｎｍ以内である。
【００３９】
　このように構成した有機ＥＬ装置１では、波長分散をもたないフラット光源を用いた場
合との比較結果を表２に示すように、取り出し効率については、フラット光源を用いた方
が高いが、本形態の有機ＥＬ装置１でも十分に高い取り出し効率を得ることができる。
【００４０】
【表２】

【００４１】
　また、本形態の有機ＥＬ装置では、５００ｎｍ±５ｎｍの波長域内に第１の極小値Ｂ１
をもつ光を出射するため、青色光の長波長側における裾引きが少ない分、色度ｙ値が小さ
く、色度の向上を図ることができている。
【００４２】
　さらに、本形態では、人間の視覚を考慮した場合に必要としない５００ｎｍ±５ｎｍの
波長域内に第１の極小値Ｂ１をもつ光を出射するため、発光が無駄にならず、白色発光素
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子１０から出射された光の利用効率が高い。
【００４３】
　さらにまた、本形態では、赤色用のカラーフィルタ１９（Ｒ）と緑色用カラーフィルタ
１９（Ｇ）の透過特性からみて無駄になる５８０ｎｍ±５ｎｍの波長域内に第２の極小値
Ｂ２が存在するため、その分、白色発光素子１０から出射された光の利用効率が高い。
【００４４】
　図示したＥＬスペクトルを実現するためには、青色発光材料に、適量の緑色および赤色
発光のドーパントを添加するか、低分子の蒸着法による場合は、青と緑と赤の発光層を積
み重ねる、またはドーピング法と積層法の組み合わせでも良い。低分子蒸着法では、青色
材料蒸着時に、別の蒸着源から緑発光と赤発光のドーパントを蒸着する方法や、青、緑、
赤発光材料からなる層を夫々蒸着して積層すればよいし、高分子材料を用いる場合には、
青色発光材料と緑色発光材料と赤色発光材料、または青色発光材料＋緑色ドーパント＋赤
色ドーパント、或いはこれらの組み合わせのインクを作成して、印刷法やスピンコート法
、またはインクジェット法で形成できる。
【００４５】
　（表示装置への適用例）
　本発明を適用した有機ＥＬ装置１は、パッシブマトリクス型表示装置あるいはアクティ
ブマトリクス型表示装置として用いることができる。これらの表示装置のうち、アクティ
ブマトリクス型表示装置は、図５に示す電気的構成をもつように構成される。
【００４６】
　図５は、有機ＥＬ表示装置の電気的構成を示すブロック図である。図１において、有機
ＥＬ装置１では、複数の走査線６３と、この走査線６３の延設方向に対して交差する方向
に延設された複数のデータ線６４と、これらのデータ線６４に並列する複数の共通給電線
６５と、データ線６４と走査線６３との交差点に対応する画素１００（発光領域）とが構
成され、画素１００は、画像表示領域にマトリクス状に配置されている。データ線６４に
対しては、シフトレジスタ、レベルシフタ、ビデオライン、アナログスイッチを備えるデ
ータ線駆動回路５１が構成されている。走査線６３に対しては、シフトレジスタおよびレ
ベルシフタを備える走査線駆動回路５４が構成されている。また、画素１００の各々には
、走査線６３を介して走査信号がゲート電極に供給される画素スイチング用の薄膜トラン
ジスタ６と、この薄膜トランジスタ６を介してデータ線６４から供給される画像信号を保
持する保持容量３３と、この保持容量３３によって保持された画像信号がゲート電極４３
に供給される電流制御用の薄膜トランジスタ７と、薄膜トランジスタ７を介して共通給電
線６５に電気的に接続したときに共通給電線６５から駆動電流が流れ込む白色有機ＥＬ素
子１０が構成されている。また、有機ＥＬ表示装置１では、各画素１００にいずれのカラ
ーフィルタ１９（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）を構成するかによって、各画素１００が赤色（Ｒ
）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のいずれかに対応することになる。
【００４７】
　［その他の実施の形態］
　上記形態では、発光素子として有機ＥＬ素子を用いたが、その他の発光素子を用いた発
光装置に本発明を適用してもよい。いずれの場合も、本発明の技術範囲は上記実施形態に
限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において種々の変更を加えるこ
とが可能である。
【００４８】
　［電子機器への搭載例］
　本発明を適用した発光装置は、携帯電話機、パーソナルコンピュータやＰＤＡなど、様
々な電子機器において表示装置として用いることができる。また、本発明を適用した発光
装置は、デジタル複写機やプリンタなどの画像形成装置における露光用ヘッドとして用い
ることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
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【図１】（ａ）、（ｂ）は、本発明を適用した有機ＥＬ装置（発光装置）の各画素の構成
を模式的に示す説明図である。
【図２】（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）は、色度測定に用いられるＸフィルタの透過特
性を示す説明図、色度測定に用いられるＹフィルタの透過特性を示す説明図、色度測定に
用いられるＺフィルタの透過特性を示す説明図、およびこれらのカラーフィルタのスペク
トルを加算したときのスペクトル図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係る発光装置に用いた白色有機ＥＬ素子から出射される
光のスペクトル図、および各カラーフィルタを透過した後のスペクトル図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係る発光装置に用いた白色有機ＥＬ素子から出射される
光のスペクトル図、および各カラーフィルタを透過した後のスペクトル図である。
【図５】有機ＥＬ表示装置（発光装置）の電気的構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００５０】
１・・有機ＥＬ表示装置（発光装置）、１０・・白色有機ＥＬ素子（白色発光素子）、１
１・・基板、１２・・第１の電極、１３・・正孔注入層、１４・・発光層、１５、１７・
・第２の電極、１６・・光反射層、１９（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）・・カラーフィルタ

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】
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